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連絡責任者各位

社団法人　東京陸上競技協会

専務理事　田　中　利　雄
審判部長　中　野　人　志
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(公印省略)
2012年度審判員昇格審査及び資格取得審査の実施について

平素、当協会の運営にご協力を賜りまして深謝申し上げます。

　例年どおり、Ｓ級・Ａ級の昇格審査及びＢ級資格取得実技研修終了者の資格審査を実施いたしますので貴団体会員で審査基準該当者を、下記に従い推薦をお願い致します。
記

1　提出期限　　平成23年12月5日(月)必着
2　提出先　    東京陸協審判部長　　(所属連絡責任者を経由すること)
3　審査該当期間等

　　　　　　　　Ｓ級　　2002年(平成14年)旧第1種取得者及びそれ以前の取得
　　　　　　　　　　　　者で2012年(平成24年3月31日)現在60歳以上の者
　　　　　　　　　　　 ［1952年(昭和27年)3月31日以前に出生の者］
　　　　　　　 Ａ級　　2002年(平成14年)以前に審判員資格を取得した者(年
　　　　　　　　　　　　齢の制限はありません)

　　　　　　　 Ｂ級　　2010年度、2011年度学科講習受講者で、規定の実技研
　　　　　　　　　　　 修了者
　　　　　　　　　　　 高校特別研修終了者で18歳以上の者(但し平成23年度

　　　　　　　　　　　 のＢ級学科講習を受講すること)　

　　　　　　　 特別昇格者　　別添の推薦基準に該当する者

　
4 推薦基準

　　　　　・　伝達講習会　　直近5年間で4回以上受講した者

　　　　　・　競技会精励数　直近5年間で
　　　　　　　Ｓ級　50回以上

　　　　　　　　　　　　　　　Ａ級　30回以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(同一日の競技会は1回のみ計上する)

　　　　　　　　　　　　　　　精励回数計算は、該年4月～翌年3月の間です
5　提出書類　　　　
· Ｓ級　旧第1種資格取得以降の全部の審判員手帳
　　　　　　　　　　　　　　　　　審判員手帳が紛失している場合には、その旨を別紙
　　　　　　　　　　　11ｃｍ×4センチの紙に簡記し、署名・押印したものを

　　　　　　　　　　　添付して下さい。
                     　 ・　例　○○年○月から○○年○月間の手帳は紛失致
　　　　　　　　　　　　　　　　しました。　　氏名○○○○押印
　　　　　　　　　 個人票は本人が記入すること
　　　　　　　　　　　個人票のうち、推薦欄には団体責任者が「所属内での役

　　　　　　　　　　　職」「陸連・東陸等での専門委員の経歴」「競技会精励状

　　　　　　　　　　　況」「指導力、人柄等」の指導者としての適格性を備えて
　　　　　　　　　　　いるかを記入し、押印して下さい。
· Ａ級　直近5年間の記録がある審判員手帳

· Ｂ級資格取得審査者　　実技研修時の審判員手帳
· 高体連特別研修修了者は研修手帳
· 特別昇格申請者は、推薦書及び審判員手帳
　　　　※　  Ｓ級の「推薦理由欄」に上記の内容が詳細に記入がありませんと、審査が出来ま
せんので、陸連への推薦は致しません。

· 提出する審判手帳の「写真」「氏名」「住所」「生年月日」は確実に点検をして下さ
い。

· Ｓ級申請の人で古い審判手帳の人の場合には、陸連では新審判手帳を条件とし

おりますので、新審判手帳を作成して一緒に送付して下さい。
· 連絡責任者の方は、申請書・審査資料と上記資料を添付し、審判部長宛に期日

　　　　厳守で送付をお願い致します。

　　　　　　　　　　　
◎　　書類等で必要なものはコピーをお願い致します。
